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２０１９－２０２０年度 

仙台宮城野ロータリークラブ 
 

例会場/ ホテルメトロポリタン仙台 

仙台市青葉区中央 1-1-1℡.022-268-2525 

例会日/ 毎木曜日 12:30～13:30 

事務所/ ホテルメトロポリタン仙台内 

℡ 022-268-3243 fax022-268-3296  

Email ： miyaginorc@dune.ocn.ne.jp 

H P ： http://www.miyaginorc.jp/ 

 
 

この度の新型コロナウイルスの感染拡大の

影響により、5 月 14 日の例会は臨時休会と

なりました。 
 

今後の予定につきましては、5 月度理事会

終了後、お知らせさせて頂きます。 

5月のお誕生日 

おめでとうございます！！ 

10日 畑中 健作 会員 

23日 延川 正英 会員 

5月のロータリーテーマ 

「青少年奉仕月間」 

 

5月のロータリーレート    

１＄＝107円 

オオムラザクラが開花しました 

榴岡公園のオオムラザクラが沢山の花を咲かせました。4 月 23 日頃に開花し、今年も可愛いピンクの花が GW

期間中見頃となりました。 
 

2017年 4月に友好クラブである大村 RC（長崎）と仙台宮城野 RC合同で、東日本大震災復興支援として榴岡公

園に植樹しました。 

長崎県大村市の大村神社境内に原木があり、この原木は国の天然記念物に指定されています。花弁数は５０枚

から２００枚くらいになる、とても可憐な花が咲きます。 

今年も沢山の花が咲き、順調に成長しているようです。 
 

千葉会員、森川会員よりお写真をお送り頂きました、ありがとうございます。 
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ロータリー情報 

国際キワニス、ライオンズクラブ国際協会、国際オプティミスト、国際ロータリーの合同声明 
 
世界のほぼすべての地域社会に深く根ざしながら、国際キワニス、ライオンズクラブ国際協会、国際オプティミ

スト、国際ロータリーの奉仕クラブは、新型コロナウイルス（COVID-19）による影響に対応し、これを乗り越える

ために、互いや市民とのつながりを維持すべく安全な方法で懸命に活動しています。私たちは、合わせて 320 万人

に上る会員ネットワークの強みを生かし、孤独や恐れを感じている人びとに癒しと希望を与えています。また、私

たちがもつスキル、リソース、アイデアを結集して、命を救うために前線で闘う保健従事者や第一対応者たちを支

援しています。  

先行きが見えない中で、各地域の奉仕クラブは、世界中の地域社会の回復と繁栄のために、共に行動を起こし、

かつてないほどの団結を図る革新的な方法を見出すことに引き続き全力を注いでいます。 

 

「新型コロナウイルスに対する世界的取り組みは、すべての国での行動にかかっています。今こそ、行動人である

私たちが互いに手を取り、助けを必要とする人たちに迅速な支援を提供するときです」 

（2019-2020年度国際ロータリー会長、マーク・ダニエル・マローニー） 

 

「これほどに規模が大きく重大なパンデミック（世界的大流行）では、世界中の市民が専門家の助言と警告に耳を

傾ける必要があります。私たちのすべての会員とボランティアによる活動・計画を続行しなければなりません。

危機の後には、政府や地方自治体による多くの社会・経済的課題への取り組みを支援するために、私たちが迅速

に対応する必要があります。これらの課題は、危機が過ぎ去った後に必ずやってくるでしょう」 

（2019-2020年度国際オプティミスト会長、エイドリアン・エルコック） 

 

「大きな課題は、私たちの力を試すと同時に、結束をもたらします。ライオンズは、安全に奉仕するための新しい

方法を見出しています。ライオンズクラブ国際財団は、新型コロナウイルスの感染急増に直面する地域社会を救

うために 100 万ドル以上の補助金を授与しており、さらに毎日のように補助金の申請が寄せられています。地域

社会は奉仕クラブを頼りにしています。私たちは地域社会と寄り添いながら、これまでのように支援し、地域の

発展に尽くしていきます」 

（2019-2020年度ライオンズ国際協会会長、ジュンヨル・チョイ） 

 

「このような困難な時に、世界中で毎日のように勇敢な行為を目にします。自らの健康をリスクにさらして人びと

のために仕事をする医療従事者や安全管理者たちの尽力を皆で称えようではありませんか。教師、スーパーの店

員、宅配ドライバーなど、自宅にとどまることのできない職業に従事する無数の人たちに、キワニスファミリー

から感謝申し上げます。友人や隣人の安全を守るために、私たち皆が重要な役割を果たします。世界保健機関（WHO）

と地元保健当局の勧告、政府からの指示に従ってください。どうか安全にお過ごしください」 

（2019-2020年度国際キワニス会長、ダニエル・ビュニロン） 

 
国際ロータリーホームページより 

 

国際ロータリーのバーチャルイベント 

（参加無料）にご参加を 

“今こそ「ロータリーは世界をつなぐ」 

2020年ロータリーバーチャル国際大会” 

開催日：6月 20～26日 

詳細は決まり次第お知らせ致します 

 

 

https://convention.rotary.org/ja


 

 

 

 

 

 

国際ロータリー理事会の決定事項について 

2020年 4月に行われました RI理事会につきまして My Rotaryに決定事項の公式日本語版ハイライトが 

アップされましたのでお知らせ致します。 

全文は下記サイトよりご覧ください。 

https://my.rotary.org/ja/learning-reference/about-rotary/board-decisions 

 

一部抜粋 

2019–20年 RI理事会は、2020年 3月 18日ならびに 4月 21～24日にビデオ会議を開催し、10の委員会報告を確

認し、36の決定を行いました。 

 

新型コロナウイルスへの対応（2月 25日執行委員会による決定） 

○理事会は、新型コロナウイルス流行中のロータリアンの健康と安全を最優先とすることに同意し、会合の開催に

おいては地元政府の推奨に従うことを地区に奨励しました。 

○新型コロナウイルスの影響で、地元政府が会合への制限を推奨している場合、または地区リーダーが会合への制

限が適切であると感じている場合、RIに経費がかからない形で、地区による研修行事（PETSおよび地区研修・

協議会を含む）の延期（2020年 6月 30日まで）、またはオンラインでの開催を容認することに同意しました。 

○新型コロナウイルスの影響でオンラインの研修会合を開催する地区は、次の項目を扱う 1時間のオンライン会合

を少なくとも 3回開くことを推奨しました：1）ロータリーの戦略計画、2）参加者の役割と責務、3）年度の目

標。また、地区の研修会合におけるほかのすべての要件に従うことも推奨しました。 

○地元政府が新型コロナウイルスの影響で集会に制限を加えることを推奨している、または地区が集会への制限が

適切であると感じている場合、ロータリーへの経費負担がない形で、地区が地区大会を延期（2020年 6月 30日

まで）または中止することを容認することに同意しました。 

 

RI理事会の特別オンライン会合（3月 18日） 

○理事会は、直接顔を合わせる 2020年 RI国際大会（ホノルル）を中止し、登録料ならびに登録出席者が購入した

RIチケット制行事の料金の払い戻しを承認しました。 

 

4月の RI理事会オンライン会合（4月 21～24日） 

○理事会は、2020年 6月 20～26日に、バーチャル国際大会を開催することを承認しました。 

 

以下の一般原則に同意しました： 

○ロータリーのプログラム、会合、行事の全参加者の健康と安全が何よりも重要である。ウイルス流行のため出席

したくないと感じるいかなるロータリー参加者に対しても、直接顔を合わせる会合や行事への出席が義務づけら

れないものとする。 

○ロータリーの会合のすべての招集者と運営者は直接顔を合わせる会合を実施するか否かを決定する際、あらゆる

健康上の懸念を考慮することが強く奨励される。 

○ロータリーの会合のすべての招集者と運営者は、当該地域で有効となっているすべての健康と安全上の規則に完

全に従うものとする。 

 

○ガバナーは、2020年（暦年）中のクラブ訪問をオンライン会議を用いて行うことが強く奨励される。 

○地域リーダーは、2020年（暦年）中の研修セミナーとその他の行事をオンライン会議を用いて行うことが強く

奨励される。 

○事務総長は、2020‐21ロータリー年度中のロータリー青少年交換プログラムの実施におけるリスク評価を準備

し、それを 2020年 6月理事会会合で報告するものとする。 

○新型コロナウイルスの流行中にロータリーがバーチャル技術を有効活用する方法について総合的に調査するた

め、9名から成るパンデミック対応タスクフォースを合同で任命するよう、会長ならびに会長エレクトに要請

し、このタスクフォースの任期を 2020年 10月 31日までとすることに同意しました。 

https://my.rotary.org/ja/learning-reference/about-rotary/board-decisions

